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審査証明の結果

　『アデム®』ＨＧタイプは、盛土・地盤補強材として以下に示す性能を有することが確認された。

（１）引張強度特性
引張試験によれば、十分な引張強度特性を有している。また、縦ストランドと横ストランドの交点強度および芯材と被
覆材の付着強度は十分であり、一体性を有している。

（２）クリープ特性
クリープ試験によれば、長期間の荷重に対して十分なクリープ特性を有している。

（３）施工時における耐衝撃性
耐衝撃性試験によれば、通常の施工管理下において十分な耐衝撃性を有している。

（４）耐久性
促進耐候性試験等によれば、一般的な使用条件下において十分な耐候性、耐薬品性（耐衝撃性試験後の耐薬品性を含む）
および耐寒・耐熱性を有している。

（５）土との摩擦特性
土中引抜き試験によれば、一般的な盛土材に対して十分な摩擦特性を有している。

（6）施工性
施工性の調査によれば、軽量で巻き癖がなく運搬および敷設が容易である。

審査証明の範囲

「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル」※１に規定されている一般的な土を用いて築造される盛土、急勾
配盛土、補強土壁および軟弱地盤における補強用ジオグリッドとして、土中に敷設して使用する範囲を対象とする。
※１「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル　改訂版」（平成 12年 4月　㈶土木研究センター）

2023年 8月11日～2028年 8月10日

審査証明有効期間
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一般財団法人 土木研究センター
本概要書は、一般財団法人土木研究センター（PWRC）が行った「建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
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•伸びひずみが小さい段階で強度を発揮するため、盛土の変形を効果的におさえることができる。

•土質の適用範囲が広く、現地発生土の利用が可能である。

•土との摩擦特性に優れており、アデムと盛土材が一体化されるため、補強盛土の安定性が向上する。

•軟弱地盤上の構造物の荷重を分散し、盛土の不等沈下を防止する。

盛土・地盤補強用ジオグリッド（ＨＧ－36，50，60，80，100，120，150，200） 「アデム®」HGタイプ
技術の概要 技術の特徴

　『アデム®』ＨＧタイプの主な用途を下記に示す。

（１）補強土壁工法
のり面勾配が 1：0.6 から鉛直までの盛土内に『アデム ®』ＨＧタイプを水平に敷設し、のり面部でユニット（鋼製Ｌ型

土留材）や植生土のう等を積み、それを巻き込むことによって急勾配の盛土を築造する工法やコンクリート壁やコンクリー
トブロック積などと組み合わせて盛土の安定を図る工法である。

（２）補強盛土工法
のり面勾配が 1：0.6 より緩い盛土内に『アデム®』ＨＧタイプを一定間隔で水平に敷設し、『アデム®』ＨＧタイプの引張強
度と土との摩擦抵抗力を盛土の安定に利用した補強土工法である。

用途例

　『アデム ®』ＨＧタイプは、高強度で伸びが小さくクリープ変形の小さいアラミド繊維（テクノーラ®）と高密度ポリエチレン樹
脂を複合させた、格子構造の盛土・地盤補強材である。高密度ポリエチレン樹脂を押出し機で細孔から押出してグリッド状に成
形する際に、アラミド繊維を芯材として縦ストランドに挿入し、繊維補強した盛土・地盤補強用ジオグリッドである。

品質管理強度：『アデム®』ＨＧタイプ製造時に、品質をチェックするために行う品質管理試験（試験片の幅：ストランド１本、
引張ひずみ速度：50％/min）において基準となる強度。

製品基準強度：『アデム®』ＨＧタイプが適用される補強土の設計において基準となる強度。性能評価試験（試験片の幅：広幅
（22.4㎝）、引張ひずみ速度：1％/min）により求める。

『アデム®』HＧタイプの規格と性能
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